
資料２

令和４年度

１．観光ガイド及び滞在型観光コース検討部会

■ 滞在型観光による宿泊・交流人口の拡大

２.まちなか活性化部会

■黒部峡谷鉄道沿線の魅力創出

■宇奈月温泉誘客プロモーション

宇奈月温泉開湯100周年、黒部ルート一般開放周知

■地区住民と商店街連携によるまちなかの活性化・景観整備

黒部ルート一般開放に向けた宇奈月温泉等の魅力創出・受入体制整備について

■ 観光ガイド 宇奈月ガイドの会「ハートの台地」の活動促進

【名称】:宇奈月ガイドの会（ハートの台地）令和2年4月設立

【会長】:河田　稔（宇奈月温泉自治振興会長）/会員24名

【目的】:黒部ルート一般開放・旅行商品化に向けた現地ガイドの養成

３.黒部峡谷沿線の新たな見どころ発掘部会

４．その他関連事業

■庁内観光プロジェクトチームの立上げ  令和4年8月

　狭義、広義を含めて、観光資源が豊富な本市の特性を活かすため、本市の観光施策をより全

庁的に連携強化して推進する。

【チーム長】市長　【副チーム長】副市長・教育長　【チーム員】各部長、関連担当課長

（1）宇奈月ガイドの会 養成講座の開催（年５回）

（2）ガイドのPR強化 等

（1）観光情報のコーディネートと発信

・インターネットによる市内情報の集約化（様々な情報を１カ所で検索・活用できる仕組み作り）

・オンライン予約システムを通じた温泉街全体の業務効率化

（2）施設等への誘導看板や案内看板の設置

・宇奈月温泉街にある施設等への誘導看板や見どころ案内看板の設置

（観光客への温泉街案内の充実・利便性の向上）

（1）鐘釣周辺の魅力創出

・河原露天風呂の再整備の検討（増水対策等）

（2）欅平周辺の魅力創出

・水に触れ合う場の新設の検討

（3）観光名所のＰＲ

（1）地元スポーツチームを活用した広告業務委託

・Vリーグアクアフェアリーズ 遠征バスラッピング

（1）地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化

・宿泊施設改修 ６施設

・観光施設改修 ４施設

・廃屋の撤去 ２施設

黒部峡谷の入口に位置する宇奈月温泉において個人旅行へのシフト対応や

景観の向上を目的とし、食事会場の個室化、廃業したホテルの撤去、宿泊客

に回遊を促すため観光施設の外観・内観の改修などを実施する。

上空からハート型に見える宇奈月温泉


